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象種の新水炭坑濯機。浹浄効果て関tる研究（第4癩）七々の浹浄
欠化す大家鋏　O小滞節d･　大熊匙偉江　高橋睦子　ま｡橋明美　林雅3･

　旦短慮游･家電メーij ーぱ全自動洗濯機をmじめニ槽式洗濯機について糖々の改良を加

えてさている. なヵ｀ぞも・浹,羅春量i.大型礼Iて，毛今4- ど大物の洗耀がイ｀きる.・独自

iこ開発t re回転翼によっt洗浄力の向上ヒ被洗物め桂能劣化をすなくする，などを強調し

ている。乖報ぞば洗濯機。洗遭容量の大型化にっいズ. 毛々・僥浄にぶS'する洗分力評価と

雅飽食化の評価，及び洗痔遇程における庫作性なt' について検討しμ.
　£遠　家庭用洸濯機s昶（ﾆ槽式e種，全自動2麹）4用い，各メーカーが指示トX い

る毛布の洗寺方池1こーづ。ヽて僥倖しre, 毛今はアフリ)H0O%, サイズはよZ Men ｘ rこて200

ctft，皇量＼A～iSVA。も<nt使用しre。洗浄力の評極{こは廸柘曾協々残人エラち梁^S>

洗分はメーカ- が’指示する毛布め折り方によってその取り付It位置･ 使用枚装をなヽえ1便

用しfc．洗剤は申販中雇浸剤（勅朱）奮濃o.i5%とし，洗疲ﾀ温泉3oi 2 't, 浪浪量は硬

用筑遭機の高水位とL て. 洗待時間w奪(一機種のみ5脊），すfぎは進水すt ぎ5分と

しr-. 毛H’の性能変化の比較,よ収棒李，重量滅, 風合い岑につ。ヽ-c測支しずて。3.r=，浅膚

全通程の海作柱,こついて検討しrこ･
　鮭&　ネット使用を指示iているものと指示Iてぃないものぞま洗奇効率iこ差*■<■ある。

まre特,--折')方1'-指示がある場合，内債旨折･）込んだ僻位の浪寺知率が極めて低い。収縮

孝は浪濯機によ･川回の浸遭ぞi ■ヽ,3％，5 回洸濯ぞはさいこ増加する。練作性についt

はネヽ･･ト使用でのざツトめ形，大きいこよる棟浪物・入丿易さ,て差ダある。4. た，洗濯槽

ぺの婢し覆え。労力の大きさなどのゑぞは全自動の方μ原理がな｡ヽ。
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　目的　演者らは、厚地の衣料や重ね地の衣料に、タンブラー乾燥機を使用する際の乾燥

条件を把握するために、布地および濾紙を用いたモデル系での実験を行い、乾燥過程の検

討を行ってきている。前報では、セルロース濾紙について、重ね地の乾燥過程を解析し報
告したが、本報では厚さの異なる２種のセルロース濾紙にガラス繊維濾紙を加えて実験を

行い、重ね地の乾燥機構についてさらに詳細な検討を行った。
　方法　乾燥機には熱風循環式恒温乾燥機（容量90 jB）を用い、乾燥温度は家庭用電気衣

類乾燥機の設定温度に基づき50 °C、70°C、90°Cで行なった。濾紙には、東洋濾紙Mo.lおよ

び5C、ガラス繊維濾紙（GAIOO）を10 en X 10 cmに切断して用い、乾燥(105°C、3時間) 後

の重量（基準重量）が一定のものを2～10枚重ね合わせ、重ね地のモデル試料とした。あ
らかじめ含水率が一定になるように水分を含ませた試料を乾燥機の｡中に静置し、一定時間

乾燥後に試料を取り出して濾紙の個々の重量を測定した。
　結果　同一温度での本実験条件下では、乾燥機内の水分蒸発速度は一定であり、また濾

紙重量の大きいものほど濾紙中に含まれる水分の絶対量が多くなるので、重ね試料の乾燥
についての含水率による乾燥速度は、重量の大きいN0.5Cやガラス繊維濾紙の方がNo.lよ

り遅かった。濾紙重量のほぼ等しいH0.5Cとガラス濾紙について、重ね地各層の乾燥過程

を調べたところ、乾燥初期において、ガラス繊維濾紙は、前報および既報‘で報告したセ

ルa ース濾紙の乾燥過程と異なる挙動を示した。
≪阿部、片山、第19回洗浄に関するシムポジウム講演要旨p.115（1987）


